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<ベ トナムからのメッセージ>

ホ ゥエさんの検拶

ベ トナムはもうすぐ新年を迎えます。街もずいぶん賑わつてきました。

ベ トナム子供基金の皆様のご健康とご成功をお祈り申し上げます。

私共青業奨学会は、皆様の温かいご支援のお陰で毎年毎年大きく発展して参り

ました。奨学生の人数が今年はついに1000名 を越えることとなつたのも、遠
い日

本で応援して下さつている皆様方の子供たち
への温かいご支援、激励のお陰だと

心より感謝申し上げます。

今年度は初めて子供達を一堂に集め、あらためて皆様のお心づか
いをおのおの

の胸に刻む機会も持つことが出来、事務局にとつても、子供達にと
つてもすばら

しいスター トとなりました。

これからも青業奨学会は、奨学金支給先をベ トナム各地、特に中部
・北部にど

んどん広げていく予定です。また、奨学金支給活動以外にも地域に根差
した活動

を目標とし、現地の教育に携わる方々と協力して行く
つもりです。今後も皆様の

お力が必要です。ベ トナムの
'青葉たち'を育てるのは何年もの月日がかかりま

すが、ご支援いただいている皆様に、将来立派な何千本も
の花をお見せできるよ

うに専心努力してまいる所存でございますので、今後も変わ
らぬご支援を賜りま

すようお願い申しあげます。

最後にもう一度、皆様の益々のご健康とご多幸をお祈り申
し上げます。

1999寄二2月 ]1日

青業奨学会代表 グエン ロドク ロホウエ

I―
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1999年 1月四園、ホーチ縄ン市でm肉在住碑青素奨学会の子供建を金(集めて

奨学金贈星武が行杓瀬rtt bた。553鶏の子供進 (小鉗生～火学生苦で)が一回fこ

会するのfよ今回が初佛て`の試み
ドです。この標与菫1よ錐撃生遼が笈六、先輩、元街

驚奨学生との交流を深め、お嵐いの締験坤、今後のあIり 方を学び畿う機会とする

ために企画され、ポラレ>イ アの先生と製学生の手で運営されよ應推.ホ…チ視

ン南人民委日会、ホー汁妥ン廟奨撃密の代熟k巾肉5撥の代表、独継の国本泳.里

爛の出席を得て～和やかな中1重も厳蔚に行陣れ護した。

問幕い君驚 (副会の榔椎生)

阿窯の掛来を担う半供建 |よ R十分な保

護と救育を受tサ心鰺翼があります。

trか し織澱趣土図では、生活触依撚替じ

(千快達の中響飛伴 fを評響を股ぼし
°
(:し｀

ます。執準1秘代ノート幣がそろ梅ないま註

酌撃にrでいる状況幹すり

この漢うな状況にもを痛め斉棄擬攣費

鈴窟サ立碧(事務島は郵直で優鶉な半供

たち′の国趙を樹とかζJで減らしたいと強く

服・)ていま即。

育葉畏学含臓青葉フダ轟り・・―であるキ

蝶達が圃織修、澱 t望台い代また共に磨き

畿い、今後べ卜すム(&貢献できる人下問に

育守こ性を常に望んでいます.

しかしながら、青熊製学生がとでtょ争く

なり、事務造理や子供進むの,も揃か六炎

始ずかヒくないてきたたいく商業製宇金 1言

製撃生達をいくつかのグループほか (サ
‐
t~

製学金を支絵陸できま低た。ですからこの

大きな家族のた丁!が~で締る子供建はお

Hし fヽ惑甥ヒrい関係を葡でるとなが出来

ず、先輩ガ鈴話を聞く機袋もなつ掬|｀たの

・で
°
す。

1999年度紳一回青葉畏学金贈塁式
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寺年底、斉菜提学安 f註ホーチミl姉在住の疑学生σ〉ためI猛奨学金舶最式を開催喧」よ:

う(吐決定しました。こイ1′は奨学生逢ノ5ぐ糸:人ふ先輩、折斉巣奨学生との文流を思め寧卸両

い経験や今後0)あげ,ケ在撃ぴ索うたぬに企回されたrいです。と闘時に散育脚侃い簡様

や星朗じp樹穂が臣:般子t喋江に士許構rて t蔵Ⅲりすす。
',(と

んFD里 納lα)方々が～ミトワ

上、の午供連ω♪将来 f毛閥心在持すぐくたホ ナゝ“
千‐供趣のため0.)出資在もいとわないと言う

思かけ瀞心在拭十二てくだ亡・ Iてい■す。今
「
_1よ 、1‖ ,`たィ勇 ″のよ)気持

ド4在 T伏越厠

林く簡樵にもご瞳鰐いた}こ餓 幾でもある0)て
｀
す。

5い 3塩の生綻起が肯蕪捉,申金

を受け取も|

19働9年 4周 24口 ゝホーヂH Ir蔀 3
.■

砲堂十こ(ム 第一鋼育業製学金購量景

が行オ》れた。一人掬の製学金額は建厠、

小学生 |じ5,00⑤ ドン、中学生 :a3,Ooo

ドン、高彼生澱止 ;140,00Uドン。

各生徒が受総出来る基準は."藻鷺、

便秀、社会に面献出来る
Wで
おる。

|■丈い鋒件を満たして h｀れ 1よt大学蔽

での受絡も可純である。甑在日本で除

獄,つゆ〕儡力団体が昔業製学会の審lr� Iユ

なつ
｀
ている。

べ トナムで |よ ド岳νズー闘小訥学校の校

長で脇り、代の代表でもあるゲ温ン
臣

ドク ロホウ墨馬を越している。

,主 1 1♯ 19,BI()ド とイ

い99年 1)125日 、労働

')F肘

|
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奨学生の言葉   (K③ -192 Vatt Bich Thuy 6年 生、女手)

代表①簡様方、里組の皆様方、育業製単会のご指導をされてしヽる方
々、私 Iよ

絶n Bich Thtty遊 申します。本一サミン巾ピンタン区の脚Э ttuy Tap中 学の司

二住でず。今回Iよ、私 Iよ製学金を税けている、貧陸くても肉止心のある生徒を
代

l性ォ'〔 、私たもが育発畏学金を受 (することが出兼ルときい限りない感動
の気持ち

と興い感謝⑩気持ち)を熟明したいと恩し`まず。

了様方、釉たちはそれぞれ哲しし`欧庭囀坊イこ往まれさしたが、みな意忌を同
陰

て、て、より良い将来を用望順てい蔽す。この願いが洛
|るからこぞ、私たちIま と

とよることなく、財徽に製申は、輛張つてくることができたのです。

輿母の方々が私たもの街しみを共 |こ分かも合うほど,総Ⅲbをか tすてくださり、

私、た、がr勝に抱 t札ていた夢い実用のためにチヤンスをくだきつた惑愛のお
F心に、

私た空よ麟謝してもヒきれないf談 ど大きな鳳を懸畦ています。

青菜モ学会は、両親や先生力
.、

翠親の方々の租たちへいし`つく t″みの於鈍特ち

持、まE私たちに州ずる締望のお気持ち|こ代どうお応えするべきかをいつも思しヽ

起迂し
=く
れる、お祇たちにとつで1よ焔神的 |こも物史的にも戯まし在与えてくれる

鮪限のエリーの旅のような存在でもおりまコ
~.

このを線υ)典心 i岳溢応えサるため |工、私たヽ|よ脳才)と どまるィことなく力を
‐尽く

に♂
｀
げ麹lIと励むことを約束さ

・はていただきます。

また,勉強にpllilも放心と共に、14竜とと蔵め中の動さの豊1ヒ
u発展 |こ起れないよ

うに杜白|こ貢献 bく 次の赳代 (つため|li役並てるようになるときまで、固分の知識

を広 l‐Fて'い きたいと思し`ます。

私たも|は里織の方程くモし′(萩た荷素叉撃虫∽|ご抽輔に%,た る力曳が私たちを

文撰 bて くださゃ

'生

こと1荘本螢1毯心から顧謝 L′
・
C｀ い法す。

また電新 trい年を迎えるに導たり、普棘方の iぎ健康と平稲溢益々いだ舞賊を鱒

祈 り申し上げます。

畏学生代表|三

奨学金を購呈



"Ctty ttuO X団徊向川 春の糊
一お江詞に一緒の,洋服絲(為活動一

W暮
の樹"は、ホーサミン市とその近郊

の賞しt・ 望ヽ腱働・千供や.親のない子供連

ス トリー トチプレドレン等 1忌着通の平供達

と臓|じように代どう正厠を測える再びを峠

わっπ封決ししヽという隠いで、 8年前に ||

:ノズー回本語学校の先生如、葡志の学虹

の詰動とにfて始まけ、律年ベ トナムのお

正周 (ザ ト)に続 4サ られてしヽまサ。判初

け憩まれ‖し`予快逮|=手作りのパ
.マ

イとか

チュン (べ |トナムの代表的なお節料理 )

を脳げまし′た。僚歿に触動は大きくなり

あ正周を測えるための新性′しヽ洋n駐を購る

ようになりまし́た。その渚動の中F鯵‖ま簡

革丼学会 l■科り.ド ユタ||― 口木誦学校肉

にとを■ fヽモテず広く丈|,力の輪を広 |ザ
・こきま

し,た。そ睦て、一昨年柳いて在ミ トナ上

の日本の俺美の乃々にも呼びか t#´、大き

な活動 |こ態りまヒた「 有年
も…、メ、てもⅢ

くじ)患ま烈4ないイ・併建に良紬 tィ い洋駆仕

浩て、新年を崎れやかなH喝侍ち C埋え1〔

欲しいという躙いを込祉)(、 この活稟崩を

行 t´ すヽした.

ド ′ヽメi一 日本語ギ横 f々で帯金

活動をそすう―IB~t圏 ホ総鵠事館～

凰本闘工会上 7オザイ会 (在べ

トナム締、ツt長 )の協資をいただ

き、ホーヂミン市肉、旗 i」W近郎

の国木赴業から寄付を孫り蕪陸

た。

配芯れるの Iよ、皆殿着にも浩

る平が出来る!、 紺のズポンと白

いンヤツのセツトです。■の子

の |う ャツは,刺儲人けてす。男女

サイズ刀叫に持泣にrよ
｀
す.¶ セツ

ト|ま 27,000ド 」ノ(約 270円 )です。

トゥッ物で洋R駄が智彙異学会事

務戸測毛届くと、 札セツト1と こゃ、

そ取″でれば狙―ル蕪に詰めますぃ・
7i―

Lrて

今年もパイン「干到_ン芝作りま性どた.こ

の作業 i詐聖て青棄鍵学会えタッンと有志

の学生で行われまけた。

吟
′
年のテ ト|ま 2劇 16同 です。配蔀

|す 2用 4国 Iミ闘焔されました。「 1人

1人鰤を見て直催手渡します』という

のがこの結動のモットーです。

事務局よタツiプ `在越闘本人宥志、や

して背弟奨学会(D大学生建 |ま大量の洋

服を積みtバイクてFホ …チさン市内の

得施設を回つたり、車をナキ
‐‐・クーし

て郎 ,‖(の資こと(′ 学ヽ校を訥問し,ま した。

糊のない子供絶の世話をしているお

寺く見佃ミが蜘1自 由な子供起のたJ'9〕怖I

設ペポランテイア幼 駕など、今年は23

い純設、筒電1■ ,500.)(の十供違 iと洋R腕

全配、K3こ とが出来すしrた。数 I〔すると

昨年を下圏りす t,光 が、ど寄付くだき

しヽ忠:L´ l_方のお気綺為在確業に半快建

l‐ 任えることが脳来たとおもしヽます。

(権ホーチ 亀br巾 脇平識 )

LoN白 闊③A寺で

(両親のいな t′ 州ヽのギのための施設 )



く里畢のゲンちや濤|こ畿Pうて》

吟井 幸憩

年兼年始にベ ト,ナムを読問した

際、甲務局の脇平さん 1了ア I″ン
(1シ じ

ていただき輿手の家を訪闘しま膨

た。鰹子のダンちやめ|ま現在中学鰺

年になる女の写です。五姉妹の長安

せ、ホーナミン市内|こ位ぬでいよサ

ダンtpや んに会うのは 8皮 圃で、可

年半ぶりの再会となりまず。初めて

会つたのfよ 9月 から中学司年になる

という夏で陸た。

ゲンちやんfよ 溢ても恥ずからがりや
｀
で、過失 2回 lま、大半|まお祖母さん

とお母喜んと話をし、ダンちやんに

側か闘いても、誌母さん経白で答え

が返つてくる、とし`うものでした。

吟回私が訪ねた時、たまたまお母

さんが不在だつたのと～お樋母さん

も席をはずしてしまつたた駒、巴ば

らくダンもゃんと釉と脇平さんの 3

生が主人公のス トーリー)を放映睦

て (.ヽたそうです。ダンちやんも観{
しヽたと言つてました。「入 トー嘲― (よ

人で論す乙とになりました。ダンち

Ⅲム.Pは私|工仕事の
「
胸や (林はべ卜

ナム語を習つているので〕べトナム

誦の勉機Iよどうですか代たか圏本の

お江周はどん組でサか、とかいろい,

る聞いて曹まず。たふん、私と会う

ので一生懸飾話す工とを考えたのだ

と思しヽます。らかし、やIま り会うの

/Dt S度 国と言うことで以前よ切リラ

ックス陸た感はもれり、私と聰て|よ

「ああ、大人になつたな」と恩わず

にはいられませんでした。脇平さん

に通駅をお頗いヒましたが、ゲンち

ゃんは中学‖こ入つてか塙英語を習つ

てしヽるので、少峰の英語と、私のつ

たなしヽベトナム誦で、直接会論する

事もできまbた。
ベトナムで1ま年末まで日本の予レ

ばドラマ「ドクJ(ベ トナム人留学

畿うたびに背が伸ぴで、大入つぽ

くな'つていくゲンちやんを見るのは

本蟄t雹巣陸みです。
‐6-



画白かつた |ナ どへ ||ク のような髪型

を性テてい,るべ 牌ナ.ム人_は 1.ヽ的|い』と

高うので、「それ ILド クは知:にJだ つた

|サ ど(ぺ |ヽナ込、ム.ldiもloと よ〕は蛉ベ

|)に よiね」と11,が詰う11ぺ 鵠 ,ヽて い

まし́た。

三1う :lヽうL_て t｀ る|う ち|ゝ お偶ださん,

が戻つてきて(お細料さんも加わ生)

あれ,や1乙れ 'ヽ0と とヽlbに諦は搬占‐ます

誌持さんは、今 |よ学校が改鎖叫ヨでドさ

イ本み惨ているけ汁lぢとく少 Lr醐まtド

iィ て一日本論単専イ(:日本誰狩勉;ね に,

'ていたこと生精いチ́ヽ.‖こ究して,｀で懃二1

す r・ II α)lよ大変た iサ珈‖竺ぺ勉帷をいも|

いけ界に4い と話にr tl Iれ ■に́たD咄

在寧i女で同好値十五υ珀1う な仕事をしィて

働しЧ:t`ヽ そⅢ■うて、fRに共ィサく、い 大、手

かないのですユ./ち ,ゃムplよあま Iプ 脳か

1寸
・これず,寧にいることかユしヽωデ亡

とか。日本たと中学+3)年 (↓ 心い′なら|

友達同社で歯 tドに衛つた |)するの |エ

イtト ナたて lど1通 いい

':涌

呈 `tI事 (危

ないので子供た |す い出かけ了!二 |)こ .内

いモうです。「まにい、6時 |よ この手
|す勉I鞭ばかりし!ているの (竹 !と お檀

母きんた紳爵されプは替美い Lす
・
ttィ ,`法

tブ イモニ.

1勉強 1よか甲ヒやなく、もつと遊 (よ

1こい者なね」と言うと、「期回は学柱

…(詢 ンサー トがあるので、撫しみ |『ニ

して鮪ゝヽるのJと ダンち・〈」ん 1よ特え_て

く,|し i生 に、「
'■

。

たぷみ今度裳う匙きは高校生に,咸つ

工「いると思 .3いで、補も服い白しヽア琳
…

ザイ嬰が見も労
″
1.る かな、などと今か

ら考えてい攻す。ダンもナやム♂中ダン

t,ざごヽん(つ踪せ打驚ね`しヽもとtrヽ うヽご r_・
°
て、

rヽ トヽナム |よ都v‖足とつて特別な瑠所で

すっもし.か tFた ら

'ン
ちやんた士

“
‖を

t〕私かいることで、国本が他の国よ

り身趣な岡て誌|る かt,知片しません。

こう防こ湖の (向 己うに思いを|ませる

沐、たち海くtr、ると(4ヽ!う の1よ、素暗らにF

いことJナ:と l置 い十すすじ

黒櫨になりよ t.`たが、私の個泊|ヒ

から十諭闘先すで圃イ寸し、趣耐Rを tンて

(庁 さ Iかた脇平さム」|と感課します.

申叫吼 jございすにた。

今寸ilさムンとダンち|や人/

t'ン tiやんの家で

'



<事務局より>
タオダンを紹介する hlHKの 「新アジア発見」放映のお知らせを致しましたが、放送

日時が変更され、ご迷惑をおかけしました、ュ事務局に貸出用ビデオテーフがございます

ので、ご希望の方はご連絡くださいれ

翻訳ボランテイア大募集 !!!
ベトナム語翻訳をお手伝い戴けませんか?

月水金曜日の年後 2時～6時にお電話ください。

ベ トナム子供基金事務局 岡村、近藤
TEL:03-3946-4121 アジア文化会館受付で

呼び出してください。

ベ トナム子供基金会員募集

タオダン支援にご協力下さる方は下記にご送金ください。

口座名義はいずれも「ベトナム子供基金・タオゲン支援」

郵便振替 :00170-5-18054

銀行振込 :富士銀行駒込支店 普通預金 1602525

里親基金

年額一口

20〕 000円

格定の「里子」に奨学金を

支儲 る「里親」になつてい

たださます。

ベ トナム青葉奨学会から子供

と履歴票が届き、子供と手紙

のやり取りが出来ます。

会費納入は次のと

ころにお願いしま

す。

口座名義は

いずれも

「ベトナム

子供基金」

郵便振替

00140-1-70399

銀行振込

富士銀行

駒込支店

普通預金

1495745

一般基金

年額一口

12,000円

子供達全体の「里親」とい

う関係を想定しています。

子供基金通信によって、会の

運営、子供の様子等をお伝え

します。

賛助基金

一般基金に準 じます

金額、回数等.―切自由です
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